
  

 

 

 

 

〇 基本に戻って… 

 新年になり、私たち教職員も 2学期までを振り返り、改善すべきことはない

かを考えながら、新学期を迎えました。 

 1年前からノーチャイムを始めましたが、これは上手く馴染み、終わりのチ

ャイムによって授業の集中が切れることがなくなりました。また、始まりのチ

ャイムはありませんが、時刻を意識して行動できるようになっている児童が

多くいます。 

 3学期から改善していきたいことは次の 2つです。保護者の方の協力も

お願いしたいことになります。 

☆１つ目は、朝の始業時刻（8:15）には教室に入りましょう。 

  雑賀崎小学校の朝の開始時刻は、8:15 となっています。 

最近は寒くなって布団から出る時刻が遅くなっている児童も多いよう

ですが、学校の開始時刻は毎日同じですので、それまでに間に合うよう

な朝のルーティーンができるようにお願いします。 

中学校や高等学校に進学したときにも必要なことになってきます。朝

起きる時刻等、保護者の方にもご協力していただくことと思いますが、児

童が意識して登校できるようになって欲しいです。 

☆2つ目は、学校に必要ないものは持ってこないようにしましょう。 

授業以外の「学び」に必要なものはあります。 

家で捕まえた「虫」やそれを入れたもの、登校途中で手に入れた草花や、牛乳パ

ックや折り紙を使って家庭で工作したものなど、児童が興味関心をもって持ってく

るものは、主体的に学びたいと思っている気持ちの表れと考えています。 

その一方で、他の小学校では見かけない姿として、お菓子類の持参（配布）が気になっていま

す。旅行等のお土産や、イベント等で持ってきている姿も見てきましたが、学校には必要のないもの

です。一番気になるのが、学校敷地内で食べたり、下校中に食べたりしている児童の多いことで

す。それを見かけた人からは「マナーが身についていない。」思われてしまいます。 

旅行やイベント等で、みんなが喜ぶようにと準備してくれる気持ちは十分にありが

たいのですが、学校でのお土産やお菓子の配布は遠慮していただきたいと思いま

す。配布するなら、保護者から保護者へ、学校外でお願いします。 

「学校にお菓子を持ってきても良い。」と児童も誤った認識になると、中学校へ進

学したときに困ったことにもなります。 

この件については、保護者の皆様の協力なくしては取り組めないことですので、
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学校の思いを知ってもらったうえで、ご了承

いただければと思います。 

■ 和歌山市教育委員会より 

【chromebook についての注意】 

ｃhromebookは学校や自宅での学習な

どに使うためのものです。 

端末を使った回数や chromebookで作

った資料、訪れたサイト、クラスルームやチャ

ットなどの学習記録はすべて残っており、学

校や教育委員会が、みなさんの学習をより

よくするために活用します。 

また、フィルタリング

機能で、危険なサイト

へのアクセスできない

ようにしていますが、イ

ンターネット上には、

様々な情報があります。 

端末やインターネット利用については、学

校の先生やおうちの人と使い方を学習する

とともに、自分でも正しい使い方を考えてく

ださい。 

 

☆和歌山市教育委員会の「児童生徒の

携帯電話（スマートフォン等）の使用に関

する方針」も裏面に掲載しています。 

 

■ 2/20（木）授業参観 

自動車での来校はご遠慮ください。 

特別な事情がある場合は３日前までに相

談してください。申請書を渡します。その後、

許可証を発行します。 

 また、来校者名簿の記入・提出のご協力も

お願いします。用紙は、授業参観が近くなっ

たら配布させていただきます。 

■1 月の行事予定 

日 曜 予 定 

14 火 移動図書 

6 年生 劇団四季観劇「ガンバの大冒険」 

15 水 おめでとう集会 

クラブ   （4・6 年 14:45 下校） 

17 金 SC（中本久美先生）来校日 

28 火 移動図書 

30 木 13:40～学校保健委員会（３・４・6 年） 

■２月の主な行事予定 

日 曜 予 定 

３ 月 新入児説明会 

５ 水 委員会   （4・6 年 14:45 下校） 

【西浜中学校説明会 14:00～15:00】 

７ 火 SC（中本久美先生）来校日 

12 水 おめでとう集会 

クラブ(最終) （4・6 年 14:45 下校） 

13 木 アウトメディア 

17 月 ～21（金）学びの足アート展 

20 木 授業参観・学級懇談会 

☆自動車での来校はご遠慮ください。 

特別な事情がある場合は 3 日前

の１７日（月）までに相談してく

ださい。 

21 金 SC（中本久美先生）来校日 

25 火 移動図書 

26 水 新委員会（3・4・６年 14:00 下校） 

■３月の主な行事予定 

日 曜 予 定 

５ 水 おめでとう集会 

７ 金 SC（中本久美先生）来校日 

13 木 アウトメディア 

17 月 卒業式 

24 月 終業式       （11:00 下校） 

31 月 離任式        （9:00 下校） 

☆ 令和 7 年度の始業式は、4/8（火）です。 

（小学校の入学式は、4/9（水）です。） 

【中学校の入学式は、4/8（火）です。】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「受援力」って知っていますか？ 

気になった話がありましたので、紹介します。 

以下、『KYジャーナル 〝受援力〟を身につけよう 2024年 9月 19日』より 

「助けて」「手伝って」〝受援力〟 

長い休みが終わり学校がスタートするとき、中には「学校に

行きたくないなぁ」と悩んでいる人もいるかもしれません。そん

なとき、気兼ねなく誰かに相談したり、悩みを打ち明けたりでき

たら少しは気持ちが軽くなることもあるでしょう。そこで、今回は

誰かに「助けて」と相談する力、「受援力」を紹介します。 

〝受援力〟もとは災害支援を「受け入れる」の意味 

この「受援力」という言葉、もともとは災害のときなどに「支

援を受ける、受け入れる力」という意味で使われていますが、

広く困ったときに「助けて」「手伝って」と言える力として今、注

目されています。日本では小さなころから「がんばって一人で成し遂げる」ことが求められ、できな

いとき「助けて」「手伝って」と誰かに頼る、SOSを出してよいと学んでこなかったと思います。 

NHK名古屋 →名古屋のおすすめ  

→WEB特集 →KYジャーナル 

https://www.nhk.or.jp/nagoya/
https://www.nhk.or.jp/nagoya/lreport/
https://www.nhk.or.jp/nagoya/lreport/tag/30695.html


だから、自分で乗り越えなくてはと考えて、だれにも相談できず、

一人で抱えてしまうケースも多いのです。 

  そこで普段から「受援力」、「助けて」と言える力をつけること

が大切です。 

どう身に着ける？〝受援力〟 

どのようにして「受援力」を身につけたらよいのでしょうか？

「受援力」の研修などを行っている名古屋出身の吉田穂波医師

に聞きました。 

  皆さんも誰かの相談にのったときのことを思い出してくださ

い。頼られたり、役に立てたりしたことがうれしかったのではない

でしょうか。 

 吉田先生によると、人は誰かの役にたったり、それで感謝される

と自己肯定感が高まり、幸せを感じるということなのです。です

から、相手に迷惑だと思わず、誰かを頼ってよいのです。 

  吉田先生はもう一つポイントを挙げています。まずは大人が

「受援力」を身につけることが重要だということです。 

 子どもと接する親や学校の先生も「親だから」「先生だから」と

一人で頑張りがちです。まずは大人が小さなことでも「手伝っ

て」と相談したり、助けを求める姿を見せることで、子どもも 

「一人で頑張らなくていい」「誰かに頼っていいんだ」と学ぶことになるのです。 

場合によっては、大人から子どもに相談したり、弱い部分を見せるというのも大事です。 

どんな言葉をかけたらよいのか？ 

では、悩んでいそうな子供にどんな言葉をかけたら「助けて」と

言いやすいか、聞いてみました。 

  「大丈夫？」と聞くこと、「何かあったら言ってね」などと言った

言葉はあまり効果がないようです。こう聞かれると大丈夫じゃなく

ても「大丈夫」と言いがちですね。 

打ち明けてもらうためにはどうしたらよいのか、正解はありませんが、大事なのは相手が悩みを打ち

明けやすい言葉をかけることです。 

  例えば「ちょっと教えてくれる？」と子どもに教えてもらう姿勢を示したり「最近、こんなことで悩ん

でいて…」と、先に自分の悩みや失敗を話すのもいいそうです。 

ヤマケイのひと言 

誰もが頼り、頼られる世の中に

なってほしいと願います。ぜひ、小さなことから始めてみましょう。 

神奈川県立保健福祉大学大学院 

吉田穂波医師 

一人で頑張りすぎない！ 

「聞いて」「助けて」を当たり前に 


